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「豚農場管理認定獣医師 高度専門的・実践的研修会」の開催について 

 

平素から本会事業へのご理解とご協力をいただきまして厚く御礼を申し上げ

ます。 

さてこのたび岩手大学のご協力をいただき、令和７年３月 17日（月）～19日

（水）の３日間、豚の「農場管理認定獣医師 高度専門的・実践的研修会」を     

岩手大学において開催することといたしました。 

本研修会につきましても、講義・実習等を対面形式で行うために参加人数に限

りがございますが、日本中央競馬会の助成により受講料は「無料」でご参加いた

だくことができますので、関係会員獣医師への周知をお願いいたしますととも

に、参加を希望される場合には令和７年３月７日（金）までにメールにてお申込

みいただくよう併せてご案内いただきたく、ご協力の程、よろしくお願いいたし

ます。 

 

※ 研修の内容や申込方法等は別添のとおりです。 

※ 旅費交通費・宿泊費の支給はありません。 

 

本件に関する問合せ 

日本獣医師会事務局（担当：守尾） 

E-mail. fmv@j-vet.jp 

Tel. 03-3475-1601 

 



農場管理認定・専門獣医師等認定・活動支援事業

 

【開催日時】 令和７年３月 17日（月）13：00 ～ 19日（水）12：30（３日間） 
 
【開催場所】 岩手大学農学部 附属動物病院（岩手県盛岡市上田３－１８－８） 
 
【参 加 費】 無 料（交通費・宿泊費の支給はありません。） 
 
【開催内容】 

〔第１日目 ３月 17日（月）13：00～16：30〕 

＜講 義＞ 

「家畜衛生」 村上 賢二（岩手大学） 

「衛生管理・ワクチネーションプログラム」 宮下 マリ（エクシュタイン・スワイン・サービス） 
 

〔第２日目 ３月 18日（火）09：00～17：20〕 

＜講 義＞ 

「飼養・栄養管理」 金田 正彦（合同会社ＫＰＳＣ） 

＜実 習＞ 

「飼養・栄養管理（繁殖豚・哺育豚）」 金田 正彦（合同会社ＫＰＳＣ） 

 平谷 寛樹（株式会社のだファーム） 

「飼養・栄養管理（育成豚・肥育豚）」 金田 正彦（合同会社ＫＰＳＣ） 

 平谷 寛樹（株式会社のだファーム） 

＜講 義＞ 

「農場マネージメント」 渡部 佑悟（ＦＡＩＴＥＳ） 

「バイオセキュリティ」 渡部 佑悟（ＦＡＩＴＥＳ） 
 

〔第３日目 ３月 19日（水）09：00～12：30〕 

＜講 義＞ 

「食品安全のための農場 HACCPの考え方と事例」 一條 俊浩（岩手大学） 

「抗菌剤の適正使用」 伊藤  貢（あかばね動物クリニック） 

 
・参加ご希望の方は以下の「日本獣医師会事務局」まで、メールにてお申込みください（申込期限：3月7日（金））。なお、

お申込みの際は「氏名」「所属」「獣医師免許番号」「連絡先（メール、電話）」をお知らせください。 

・利用施設の都合上、受講者数に上限を設けておりますので、予めご了承ください。 

・集合時間は、各日、開始5分前となります。また、集合・解散場所は全日とも岩手大学農学部 附属動物病院です。 

・タイベックス及び長靴は主催者側で準備します。 

・必ずしも全ての内容を受講する必要はありませんが、その際は受講可能な内容をメールにてお知らせください。 

・その他、岩手大学農学部 附属動物病院への来場に係る注意事項については、後日お知らせいたします。 
 

＊「豚農場管理認定獣医師」とは… 
日本産業動物獣医学会（公益社団法人日本獣医師会）が認定する資格で、認定されるためには、①日本獣医師会構成獣医

師（地方獣医師会会員）であること、②５年間以上の農場管理認獣医師に係る業務経験を有すること、③受講を要する「農
場管理認定獣医師研修プログラム（基本プログラム、認定プログラム）」を全て受講して認定試験に合格すること、をクリ
アする必要があります。 
③に記載の「農場管理認定獣医師研修プログラム」のうち、「認定プログラム」を全て受講するためには、講義と実習、

バーンミーティング形式の実践的実習を含めて計４～５日間程度の内容を受講する必要がありますが、受講猶予期間があり
ます。 
 

＜ 日本獣医師会事務局（担当：守尾） E-mail. fmv@j-vet.jp ＞ 



農場管理認定獣医師（乳牛・肉牛・豚）について 
（公益社団法人日本獣医師会日本産業動物獣医学会） 

 

１．農場管理認定獣医師の定義 

農場管理獣医師とは、生産段階から流通、消費までの各部門を把握し、生産者、消費者、動物、環

境及び地域社会と共存し、コンプライアンスを重視しながら、行政及び関係各機関の専門家と連携し

て、消費者に畜産物の“安全・安心”を提供するために農場で活動する、家畜衛生等に高い専門性を

備えた獣医師をいいます。 

農場管理認定獣医師とは、農場管理獣医師に必要とされる関係法令や知識・技術等の基本プログラ

ム、さらに専門的講義・実習やバーンミーティング形式の実践的実習で構成される認定プログラムから

なる、高度な分野別の「農場管理認定獣医師研修プログラム」を受講し、認定試験に合格した上で認定・

登録管理システムに登録を行った獣医師をいいます。 

 

○ 「農場管理認定獣医師」の資格は、日本産業動物獣医学会（日本獣医師会の構成獣医師を会員と

する。）が、当該プログラムを受講・修了し、試験に合格した獣医師に対して付与します。 

 

○ 農場管理認定獣医師は、牛の品種別に「乳牛農場管理認定獣医師」、「肉牛農場管理認定獣医師」

及び「豚農場管理認定獣医師」に区分されます（今後、馬や鶏についても検討予定）。 

 

２．農場管理認定獣医師の資格認定基準 

農場管理認定獣医師の認定は、次の条件を全て満たす者について行います。 

ａ）日本産業動物獣医学会の会員（日本獣医師会会員構成獣医師）であること。 

ｂ）５年間以上の農場管理獣医師に係る業務経験を有すること。 

ｃ）日本産業動物獣医学会が作成した「農場管理認定獣医師研修プログラム」を受講して認定試

験（基本プログラム、認定プログラム）に合格していること。 

 

３．「農場管理認定獣医師研修プログラム」の構成と認定要件 

「農場管理認定獣医師研修プログラム」は、①「共通プログラム」及び②「動物種別プログラム」

の「基本プログラム」と、本会が実施、または委託した大学等における③「専門的講義・実習」及び

農場における④「バーンミーティング形式の実践的実習」の「認定プログラム」からなり、 

①は全項目の受講、②は乳牛、肉牛あるいは豚ごとの各項目を受講するとともに、③及び④は動物種

ごとの全ての項目を受講し、「認定試験」に合格することを認定要件とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



農場管理認定獣医師 研修プログラム 
 

概  要：農場管理認定獣医師の基本的概念と活動内容及び業務実施にあたって必要な知識、さらに

農場における様々な問題に対応するために必要な知識・技術を習得します。 

到達目標：農場管理認定獣医師に必要とされる知識を習得するとともに、農場での問題解決や運営方

針の構築、関連業種等との協力体制を構築するために必要な幅広い知識・能力を習得します。 

さらに、家畜群における飼養管理状況や疾病発生状況を把握、生産阻害要因を摘発し、問

題の解決に当たって飼養管理状況の評価や各種検査を実施し、科学的根拠に基づいて改善指

導を行うことができる。 

 

【「農場管理認定獣医師」資格の要件（１）：基本プログラム（共通プログラム、動物種別プログラム）】 

 

① 「基本プログラム」は「共通プログラム」と「動物種別プログラム」からなり、「共通プログラ

ム」では全項目（６項目・各 60分間程度）、「動物種別プログラム」では乳牛、肉牛あるいは豚ご

との各項目（５項目・各 60 分間程度）について、対面またはオンライン講習（動画配信含む。）

で受講します。 

② 基本プログラム受講の有効期限は５年間です。 

 

１．共通プログラム（全項目を受講） 

（１）農場管理認定獣医師の基本的な考え方 

（２）関係法令・概論 

（３）家畜衛生に関すること 

ア 家畜伝染病などの発生状況、診断方法 

イ 家畜の飼養衛生管理基準 

ウ 海外悪性伝染病の発生状況、水際対策 

（４）畜産物の安全性確保に関すること 

ア 畜産物の流通と消費（FARM TO TABLE） 

イ 農場HACCP 

（５）AMR対策に関すること 

ア 要指示医薬品の取扱い 

イ 抗菌剤の適正使用・慎重使用 

（６）動物福祉に関すること 

（７）その他必要な技能 

 

２．動物種別プログラム（乳牛、肉牛または豚ごとの各項目を受講） 

（１）乳牛農場管理認定獣医師 

ａ）飼養管理状況の把握、疾病発生状況の確認と要因分析 

ｂ）給餌・栄養管理 

ｃ）繁殖管理 

ｄ）乳房炎・体細胞管理 

ｅ）護蹄管理 

（２）肉牛農場管理認定獣医師 

ａ）飼養管理状況の把握、疾病発生状況の確認と要因分析 

ｂ）給餌・栄養管理 

ｃ）繁殖管理 



ｄ）肥育管理 

ｅ）子牛・導入牛管理 

（３）豚農場管理認定獣医師 

ａ）疾病発生状況の確認と要因分析 

ｂ）ワクチネーションプログラムの作成と適用 

ｃ）飼養・栄養管理：繁殖豚、哺育豚、育成豚、肥育豚 

ｄ）衛生管理 

ｅ）繁殖管理 

 

【「農場管理認定獣医師」資格の要件（２）： 

認定プログラム（専門的講義・実習、バーンミーティング形式の実践的実習）】 

 

① 「認定プログラム」は、以下の専門的講義・実習及びバーンミーティング形式の実践的実習から

なり、乳牛、肉牛あるいは豚ごとの項目の受講を必要とします。 

② 本会または研修の実施を委託した大学等において、専門的講義・実習及び農場等でのバーンミー

ティング形式の実践的実習（計５日間程度）を受講します。 

 

１．専門的講義・実習 

（１）乳牛農場管理認定獣医師 

〇 生産獣医療 

ａ）給餌・栄養管理 

ア 粗飼料品質の評価法 

イ 給与飼料計算 

ウ 栄養状態の評価法 

ｂ）繁殖管理 

ア フレッシュチェックの方法 

イ 超音波画像診断法 

ｃ）乳房炎・体細胞管理 

ア 搾乳衛生と正しい搾乳手順 

イ 乳汁細菌検査法 

ｄ）護蹄管理 

ア 牛舎・牛床の評価法 

イ 削蹄 

ｅ）疾病管理・衛生管理 

ア 家畜群における疾病発生要因の摘発と解決 

〇 高度獣医療 

ａ）最新の外科的整復・手術手技 

ｂ）最新の画像診断技術 

 

（２）肉牛農場管理認定獣医師 

〇 生産獣医療 

ａ）給餌・栄養管理 

ア 粗飼料品質の評価法 

イ 給与飼料計算 

ウ 栄養状態の評価法 



ｂ）繁殖管理 

ア フレッシュチェックの方法 

イ 超音波画像診断法 

ｃ）子牛・育成牛と導入牛の管理 

ｄ）導入後の管理とビタミン Aコントロール 

ｅ）疾病管理 

ア 家畜群における疾病発生要因の摘発と解決 

 〇高度獣医療 

ａ）最新の外科的整復・手術手技 

ｂ）最新の画像診断技術 

 

（３）豚農場管理認定獣医師 

ａ）飼養・栄養管理：繁殖豚、哺育豚、育成豚、肥育豚 

ア 飼料の保管と給与方法 

イ 生産システム、オールイン・オールアウト 

ｂ）繁殖管理 

ア 交配と人工授精 

イ 分娩管理 

ｃ）衛生管理・ワクチネーションプログラム 

ｄ）施設・設備の衛生管理 

ア 洗浄と消毒方法 

イ 衛生動物への対応 

ウ 廃棄物（糞尿・敷料・死体など）の処理 

ｅ）バイオセキュリティ 

 

２．生産獣医療に関するバーンミーティング形式の実践的実習 

（１）乳牛農場管理認定獣医師 

生産獣医療を目的としたバーンミーティング形式での実践的実習 

（２）肉牛農場管理認定獣医師 

生産獣医療を目的としたバーンミーティング形式での実践的実習 

（３）豚農場管理認定獣医師 

生産獣医療を目的としたバーンミーティング形式での実践的実習 

 

【「農場管理認定獣医師」資格の要件（３）：認定試験及び資格更新】 

 

① 「農場管理認定獣医師」認定試験の受験要件は以下のとおりです。 

・基本資格（日本産業動物獣医学会の会員（公益社団法人日本獣医師会の会員構成獣医師）、５年

間以上の農場管理獣医師業務経験等）を満たすこと。 

・農場管理獣医師に必要とされる関係法令や知識・技術等の基本プログラム及び専門的講義・実

習やバーンミーティング形式の実践的実習で構成される認定プログラムからなる「農場管理認定

獣医師研修プログラム」を５年以内に受講していること（令和６～８年度に受講申請を行う者

にあっては、当該申請年度から起算して、過去３年度以内に受講したものを含む。）。 

② 「農場管理認定獣医師」の資格の有効期限は５年間であり、更新を行う場合には、学会・論文発

表や学会参加、更新用研修の受講等によるその他の認められた条件を満たすことが必要です。 


